
市の人口と世帯数

8月1日現在 前月比

人口 31， 614人 (+40)

男 15， 500人 （＋12）

女 16,114人 (+28)

世帯 8，727世帯 （十6）
市報

〕

－，78毎日あるいて体力づくり
北松寿会で、歩く会、

｢歩け、歩け、体をきたえよう」－と有明町の老人 9月号： クラブ北松寿会（鈴木威一会長外107名）では、毎日

I 午前5時に、関根川河口から花貫川河口までの往復4． 5
： キロメートルの海岸を歩いています。この ミ歩く会奄 N()222
は、 さる、 5月1日から雨天をのぞき、会員が自主的に参

加して行われているもので、多いときには、約50名が参

加して体をきたえています。

なかでも、最年長の草野一さんは、今年92歳になるが

「まだまだ若いものにはまけませんよ。歩くことは体に

一番いいようです。 」と話していました。

北松寿会では、 8月10日で、すでに90日間歩いたことに

なり、のべ400キロメートルで、高萩から東京を往復し

たことになります。ゑなさんは、いかがですか' ･…．。

高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう
元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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秋の全国交通安全運動

9月21 日から9月S0日まで

スローガン くらしの中の交通安全

（運転者向け） ゆっく り走ろう

（自転車向け） 急な右折はやめよう

（歩行者向け） 安全を確めてわたろう

「交通安全やまびこ運動」 実施期間1年 （54年6月まで）

この運動は、高萩市・北茨城市･十王町の二市一町が協力して行う交

通安全運動です。 とくに「子ども、お年寄り」を交通事故から守る

ためにも、市民のみなさんのご協力をお願いします。

ふ特急ひたち号●がとまります

10月2日から

国鉄の夕．イヤの改正によって、 10月2日

から高萩駅に特急ひたち号が停車すること

になりました。みなさんご利用ください。

上 り 高萩駅時刻 上野着

ひたち4号8時22分 10時20分平から
ひたち20号17時51分 19時50分 〃

下 り 高萩駅時刻 上野発

ひたち1号 8時58分 7時00分平まで

ひたち19号20時56分 19時00分原ノ町まで

？

！ ＄

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151．1152です。
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(2）市報たかはぎ(第222号）

巧
年
に
は１
，
９
０
０
万
人

９
月
晦
日
は
、
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
か
ら
恒
例
の
老
人
福
祉
週
間
が

始
ま
り
ま
す
。
わ
が
国
は
世
界
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
で
、
現
在
、
妬

歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
９
７
９
万
人
い

ま
す
。
そ
し
て
、
翠
年
後
の
昭
和
巧
年

に
は
、
１
，
９
０
０
万
人
を
超
え
る
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
老

人
問
題
」
は
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が

豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
ぱ
か
。
世
代
を
超
え
た
連
帯

と
話
し
合
い
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
必
要
が

あ
る
と
い
え
ま
し
よ
う
。

私
た
ち
自
身
の
老
人
問
題

『生涯教育』には多くのお年寄りが

み
ん
な
で
築
こ
う
豊
か
な
老
後

市
内
の
開
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
方

は
、
８
月
１
日
現
在
で
２
，
９
７
２
人

で
、
市
内
総
人
口
の
９
．
４
％
が
お
年

寄
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
歳
以
上
が
１
，
６
７
７

人
、
帥
歳
以
上
が
４
０
１
人
、
銘
歳
以

上
が
別
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
最
年
長
者
は
、
小
泉
は
る
さ

ん
（
的
歳
）
Ｉ
高
萩
Ⅱ
で
弘
年
２
月
鴻

日
の
誕
生
日
に
は
１
０
０
歳
を
迎
え
ま

す
。
県
で
は
、
年
度
内
に
１
０
０
歳
以
上

の
お
年
寄
り
に
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま

す
が
、
小
泉
さ
ん
も
贈
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

男
性
埋
・
８
歳
、
女
性
“
・
３
歳
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
１
０
０
年
、
男
性
は

池
・
的
歳
、
女
性
万
・
卵
歳
と
世
界
の
長

寿
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
へ
躍
り
出
た
の

で
す
。も
は
や
「
人
生
、
年
」
は
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
な
の
で
す
《
》

つ
ま
り
、
日
本
は
、
高
齢
化
社
会
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
し
か
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
た

小
泉
さ
ん
１
０
０
歳
に

世
界
の
長
寿
国
へ

ｰ

い
へ
ん
速
い
の
で
す
。

昭
和
帥
年
は
、
娼
歳
か
ら
弘
歳
ま
で

の
働
き
手
８
．
５
人
に
対
し
、
お
年
寄

り
１
人
の
比
率
で
し
た
が
、
訓
年
後
の

昭
和
加
年
に
は
、
働
き
手
４
．
１
人
に

対
し
お
年
寄
り
１
人
と
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
ぐ
ら
し
は
１
２
１
人

問
題
は
、
単
な
る
老
人
人
口
の
増
加

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
核
家
族
の
増

加
、
扶
養
意
識
の
変
化
な
ど
か
ら
、
高
齢

者
世
帯
の
増
加
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

は
、
全
国
で
約
師
万
人
に
の
ぼ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
市
で
は
、
妬
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

鴬

漣1
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霧

婦人団体では手作りの座ぶとんを

ー… 一一写寺

あ
た
た
か
い
お
も
い
や
り
を

年
金
制
度
や
老
人
医
療
の
無
料
化
、

住
宅
問
題
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
社

会
保
障
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
老

後
を
い
か
に
生
き
る
か
、
と
い
う
面
に

も
目
を
む
け
る
時
を
迎
え
て
い
る
と
い

え
ま
し
よ
う
。

〃
長
い
持
ち
時
間
″
を
豊
か
に
過
ご

す
た
め
の
「
生
き
が
い
対
策
」
が
よ
り

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
す
。

こ
の
問
題
は
、
お
年
寄
り
本
人
の
課

題
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

周
囲
の
人
た
ち
も
、
お
年
寄
り
の
生
き

が
い
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

り
、
相
談
に
の
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

篭

祝
品
や
手
作
り
座
ぶ
と
ん

市
で
は
、
こ
の
老
人
福
祉
週
間
に
和

歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
、
民
生
委
員

を
通
じ
て
敬
老
祝
品
を
、
ま
た
、
今
年

鮖
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
婦
人
会
よ
り
記
念
品
が
贈

一
｜
壷

ら
し
の
お
年
寄
り
が
、
１
２
１
人
で
、

沁
歳
以
上
で
は
、
師
人
お
り
ま
す
。

老人福祉大会 ’

とき： 9月16日（土） ’

ところ：市民体育館

お年寄りの作品展 ｜

とき ： 9月14日～16日 ’

ところ：中央公民館

b

P

P

D

P

国
鉄
で
は
、
常
磐
線
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
を
あ
げ
る

た
め
、
〃
ミ
ス
と
き
わ
路
″
コ
ン
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
。

○
参
加
資
格

常
磐
線
沿
線
に
住
ん
で
い
る
、
健
康

で
明
る
い
鵡
歳
以
上
の
未
婚
の
女
性

○
申
し
込
み
方
法

参
加
希
望
者
ま
た
は
、
推
せ
ん
者
は

″
ミ
ス
と
き
わ
路
〃

市民号の申し込みはお早めにた
だ
い
ま
募
集
中

と き : 10月29B(日）日帰り

ところ ： 東京都内遊覧

募集人員 500人
實 用 おとな6，700円 こども 5，200円

日 程 高萩←→上野(電車）都内遊覧（皇居前.浅草観音.靖国神社・

NHK放送センターほか）

昼食は、準備しますので必要ありません。申し込み受付は、先着順となります

ので現金を添えて、 匡掻可芯同旅頂荊討室へ年茂に求申L退みくださし､。
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ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。

蕊

こ
の
記
念
品
は
、
毎
年
各
種
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
（
大
森
キ
ク
会
長
）
が

老
人
い
こ
い
の
家
で
手
作
り
の
座
ぶ
と

ん
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
も

の
で
す
。

敬
老
祝
金
は
、
帥
歳
か
ら
別
歳
ま
で

の
お
年
寄
り
に
６
，
０
０
０
円
ｓ
蹄
歳

以
上
の
お
年
寄
り
に
は
、
８
，
０
０
０

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

鎚
歳
以
上
別
人
の
お
年
寄
り
に
は
、

県
、
市
で
記
念
品
を
贈
り
市
長
が
直
接

訪
問
し
て
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
今
年
加
月
１
日
か
ら
は
、
和
歳

愛
の
定
期
便
も
準
備
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
妬
人
に
対
し
て

「
愛
の
定
期
便
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
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「
俳
句
は
、
直
接
歩
い
て
、
目
で
み

て
、
感
じ
た
こ
と
を
・
・
：
、
」
と
話
す
村

田
た
つ
さ
ん
（
卯
歳
）
Ⅱ
高
浜
町
２
の

１
６
９
Ｉ
は
、
昨
年
６
月
に
米
寿
を
祝

っ
て
句
集
〃
か
ざ
は
な
″
を
発
行
し
ま

し
た
・
村
田
さ
ん
は
、
旅
が
好
き
で
、
俳
句

や
短
歌
な
ど
、
旅
す
る
ご
と
に
丁
寧
に

手
帳
に
書
き
こ
ん
で
い
た
と
い
う
。

「
旅
が
好
き
で
す
か
ら
、
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
歩
き
ま
し
た
よ
。
感
激
し

た
と
こ
ろ
は
、
す
ぐ
に
手
帳
に
…
…
。
高
き
サ
イ
ロ

思
い
出
に
も
な
り
ま
す
か
ら
…
。
」
と

低
き
サ
イ
ロ
や
大
西
日

話
す
。
北
海
道
へ
旅
し
た
こ
の
句
が
一
番
思

さ
る
、
“
年
３
月
に
俳
誌
「
し
ほ
さ
い
出
に
残
り
印
象
的
だ
っ
た
と
い
う
。

い
」
に
投
句
。
以
後
毎
号
か
か
さ
ず
投
「
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
で
す
ね
。

句
し
て
い
る
。
そ
し
て
昨
年
６
月
俳
句
も
つ
と
良
い
作
品
が
で
き
る
か
も
知
れ

を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
１
０
８
句
と
い
う
ま
せ
ん
か
ら
．
…
：
。
」
と
卯
歳
と
は
思

数
字
に
な
っ
た
と
い
う
。
え
な
い
村
田
さ
ん
は
、
次
の
作
品
に
と

「
米
寿
を
迎
え
て
、
子
や
孫
か
ら
、
り
く
ん
で
い
ま
す
。

為
Ｗ
民
墨

鯵

句
集
を
作
っ
た
ら
と
い
わ
れ
て
・
・
・
。

ま
さ
か
１
０
８
つ
と
は
…
。
で
も
縁
起

米寿の祝に

句集を発行
ｰ

村田たつさん

（高浜町）
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市
で
は
鯵
そ
の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
と
り
暮
ら
し
、
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り

す
。
に
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
、
ホ
ー
ム
へ

こ
の
「
愛
の
定
期
便
」
は
、
ひ
と
り
ル
パ
ー
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
安
否
や
健
康
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
楽
し
み

保
持
、
孤
独
感
の
解
消
を
図
る
こ
と
を

老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
も
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
お
年
寄
り
に
は
、
毎
日
に
努
め
て
い
こ
う
と
組
織
さ
れ
て
い
る

乳
製
品
を
配
布
し
、
安
否
を
確
認
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
社
会
の
交
流
を

中
心
と
し
て
、
現
在
詔
ク
ラ
ブ
が
結
成

こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
れ
、
１
，
４
２
８
人
が
会
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
１
回
月

開
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
と
し
例
会
を
開
き
、
ほ
と
ん
ど
の
お
年
寄
り

た
老
人
健
康
診
査
や
、
ね
た
き
り
の
お
が
１
回
の
集
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

年
寄
り
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
す
。
奉
仕
作
業
、
学
習
、
見
学
会
、
収

日
常
生
活
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
益
に
な
る
よ
う
な
事
業
な
ど
を
し
て
仲

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

が
良
い
数
字
で
し
た
か
ら
。
」
と
発
行

の
き
っ
か
け
を
話
す
。

句
集
の
〃
か
ざ
は
な
″
は
、
村
田
さ

ん
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
久
慈
郡
里
美
村

へ
行
く
途
中
、
小
雪
が
降
る
日
に
考
え

つ
い
た
も
の
。
こ
の
句
集
は
、
躯
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

お
年
寄
り
の
経
験
、
知
識
、
技
能
を

活
用
し
、
社
会
活
動
の
機
会
を
広
げ
よ

う
と
、
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
生

涯
教
育
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
「
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ク

ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
県
内
の
教
育
事
務

所
ご
と
に
加
入
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
よ
う
と
す
る
、
お
年
寄
り
の

方
で
つ
く
り
ま
す
。

盆
栽
、
焼
き
物
づ
く
り
な
ど
の
技
能

か
ら
民
謡
、
民
舞
と
い
っ
た
特
技
や
技

能
を
登
録
し
て
、
市
教
育
委
員
会
が
窓

口
と
な
っ
て
地
域
の
婦
人
会
、
青
年
会

お
年
寄
り
の
技
能
を
生
か
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

生
活
学
級
な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
、
該

当
す
る
お
年
寄
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
指

導
員
と
し
て
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

条
件
と
し
て
は

○
年
齢
は
、
お
お
む
ね
帥
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
。

○
豊
か
な
経
験
と
、
す
ぐ
れ
た
知
識

お
よ
び
技
能
を
も
っ
て
い
る
方
。

○
比
較
的
広
域
に
わ
た
る
活
動
が
可

能
で
あ
る
方
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
問
い
合
わ
せ
や
、
申
し
込

象
は
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
③

１
１
３
１
へ
ど
う
ぞ
。

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

書
き
入
れ
、
写
真
（
全
身
）
を
貼
っ
て

高
萩
駅
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
選
出
方
法

①
地
区
予
選
ミ
ス
高
萩
駅
（
１
名
）

②
決
選
ミ
ス
○
○
駅
の
中
か
ら

ミ
ス
と
き
わ
路
１
名
、
準
ミ
ス
と

き
わ
路
２
名
を
選
出

締
め
切
り
９
月
弱
日

○
入
賞
ミ
ス
と
き
わ
路
（
１
名
）

ハ
ワ
イ
旅
行

水
戸
鉄
道
管
理
局
長
賞

準
ミ
ス
と
き
わ
路
（
２
名
）

国
内
旅
行

水
戸
鉄
道
管
理
局
長
賞
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300名が野外に1泊

さる7月29日と30日、東小学校校庭で、高萩市子ども会

夏季幹部講習会が開かれました。

この夏季幹部講習会は、毎年、各単位子ども会の4年生

以上を中心に行っているもので、野外活動を通じて健全な

集団生活と、心身を鍛練することを目的としています。

参加した300名の子ども会の会員(ま7班に分けられたテン

トに野営。キヤンプファイヤーや、はんごう炊飯などをし

て2日間の集団生活による野外講習会を修了しました。

ぼくも、わたしも自分でつくったよ
みんなあつまれ、つくってあそぼう－みんなあつまれ実

行委員会（小田原哲雄委員長）では、夏休みの1日親と子

どもそろって楽しく遊んでもらおうと、つくるコーナー、

あそぶコーナー、などを企画。 8月20日、中央公民館に、

親子400人が参加して竹トンボ、紙テヅポー、糸電話、ひ

も人形、ブローチなどを作って、楽しい一日を過ごしまし

た。 この企画には、高校生会や公民館のはぎの学級、つく

し学級、四ツ葉婦人学級、革工芸クラブなどの学級生も協

力、子供たちの手伝いに一汗流していました。

～
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が 司りた骨 浮念施 で〃動成卒
、 さ肥 、数下こきなし国す元脈人中最
男て満女値部の彫がては 。凶硬病や近
性 、傾性、‐／ と調り らい毎 〃化で心め 栄のそ向でを上査に〃ま年 はがす臓つ

”‘‘〆 Ⅱ 》""‐民、｡" “ ”毒
場の者50測腕でし肥す弓 、主 。疾き
合ヨーミ定背はて満が国 ななこ患り

歳満呼をての皮まツそ栄 と因ら腎え
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せめ りべに も類 、取 なの 31 22 及

霊曹皇皇 鴬蔚覧冨 皇菖繊運
、運 とネま て5 、昭 l に も 40 動
栄動 なルし い倍乳和 トは の職
養不 つギい ま 、製30 を 、 ぼ代

三】

I
お
年
寄
り
の
健
康
管
理

お
年
寄
り
の
方
で
は
年
齢
に
相
応
し

た
全
身
的
な
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
、

おげんきですか

鶴
ウ

ぶ
づ
鍵

ヱ ー

ま
た
、
し
ば
し
ば
成
人
病
、
老
人
病
が

い
く
つ
か
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
次
の
よ
う
な
注
意
を
し
ま

し
よ
う
。

お
年
寄
り
の
健
康
管
理

快
食
・
快
便
・
快
眠
の
三
つ
は
健
康

の
し
る
し
で
も
あ
り
、
適
度
の
運
動
と

常
に
よ
い
姿
勢
を
保
つ
こ
と
、
ま
た
。
ハ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
十
分
に
と
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

○
お
年
寄
り
の
健
康
の
赤
信
号

お
年
寄
り
の
不
調
は
、
若
い
人
な
ら

取
り
す
ぎ
の
〃
危
険
ラ
イ
ン
〃
す
れ
す

れ
で
す
。

栄
養
過
剰
に
加
え
て
運
動
不
足
ｌ
ｌ

こ
の
生
活
パ
タ
ー
ン
は
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
、
成
人
病
に
通
じ
る
道
に

足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
る
ｌ

そ
の
た
め
に
は
、
栄
養
、
運
動
、
休
養

の
．
ハ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
を
心
が
け

何
ん
で
も
な
い
よ
う
な
こ
と
が
、
案
外

危
険
な
前
ぶ
れ
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま

半
ｑ
》
○

》

こ
れ
は
生
理
的
老
化
の
た
め
病
気
に

対
す
る
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
て
、
強

い
自
覚
症
状
も
出
な
い
こ
と
が
多
い
か

ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
発
熱

下
痢
、
食
欲
不
振
、
動
悸
、
息
切
れ
、
め

ま
い
、
痛
み
、
し
び
れ
な
ど
変
っ
た
症

状
が
あ
れ
ば
、
早
目
に
医
師
の
受
診
を

お
す
す
め
い
た
し
ず
す
。
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ぬ
か
ぶ
く
・
紅
ざ
ら

安
良
川
管
野
ミ
ッ
イ

ぬ
か
ぶ
く
は
、
お
姉
さ
ん
。
紅
ざ
ら

は
後
の
お
母
さ
ん
の
子
供
さ
ん
。
前
の

ぬ
か
ぶ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
亡
く
な
っ

て
ね
。
最
初
は
そ
の
娘
も
か
わ
い
が
っ

た
が
、
後
で
自
分
の
子
供
が
で
き
た
ら

最
初
の
子
供
が
に
く
く
て
し
ょ
う
が
な

い
ｏ
何
ん
と
か
し
て
、
こ
の
に
く
い
娘
を

な
く
し
た
い
と
、
で
も
手
を
か
け
て
殺

し
た
り
し
た
ん
で
は
、
世
間
が
う
る
さ

い
か
ら
、
何
ん
と
か
な
き
者
に
し
よ
う

と
考
え
て
も
考
え
て
も
良
い
考
え
が
、

な
か
っ
た
ん
で
す
と
。

そ
う
し
た
ら
山
の
中
で
の
事
で
あ
ん

の
で
、
あ
る
と
き
考
え
っ
恥
た
の
は
、

秋
に
な
っ
て
栗
が
大
へ
ん
な
っ
た
ん
で

裏
山
に
栗
が
な
っ
て
る
も
ん
で
、
風
の

吹
い
た
日
に
、
「
今
日
は
、
栗
が
あ
つ

塞認癖『富幸J■q▲bH

(その④）

さる8月2日、市役所に田村･はるさん

の甥岩井伊厚さんがおとずれ、鈴木市

長に「駒形児童公園施設に役立ててく

ださい」 と100万円の寄付の申し入れ

がありました。

田村さんは、 50年間、安良川に居住

していましたが、児童公園施設のため

に自分の宅地を提供しました。現在、

千葉県に転出しましたが、甥の岩井さ

んが田村さんの代理として、寄付の申

し入れをしたものです。多額の寄付あ

りがとうございました。

か
ら
栗
を
拾
っ
て
て
。
」
っ
て
、
姉
妹
に

栗
拾
い
を
さ
せ
た
。
姉
さ
ん
に
は
、
底

の
ぬ
け
た
籠
で
、
妹
に
は
、
底
の
あ
る

や
つ
を
く
れ
て
「
こ
れ
に
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
ら
帰
っ
て
こ
・
」
そ
し
て
妹
に

は
姉
ち
や
ん
の
後
か
ら
つ
い
て
行
げ
っ

て
言
っ
た
っ
て
．
姉
さ
ん
は
先
に
立
っ

て
そ
し
て
拾
っ
て
教
え
て
や
っ
た
。

姉
妹
だ
か
ら
、
小
さ
い
か
ら
何
ん
で

も
お
母
さ
ん
の
言
う
事
聞
い
て
、
妹
は

姉
さ
ん
の
後
つ
い
て
行
く
。
姉
さ
ん
は

先
に
な
っ
て
一
生
懸
命
拾
っ
て
ゆ
く
．

栗
林
が
広
い
の
で
、
い
っ
ぱ
い
落
ち
て

た
っ
て
。
姉
さ
ん
の
は
底
が
無
い
か
ら

み
ん
な
落
ち
ち
ま
う
ん
だ
っ
て
。

妹
は
後
か
ら
行
く
か
ら
、
姉
さ
ん
の

落
し
た
や
つ
を
拾
っ
て
た
ち
ま
ち
一
杯

に
な
つ
ち
や
っ
て
「
姉
ち
ゃ
ん
、
お
ら
－

杯
に
な
っ
た
か
ら
帰
ら
れ
つ
か
・
」
つ

た
ら
ぱ
「
俺
は
な
ん
ぼ
拾
っ
て
も
一
杯

に
な
ん
ね
え
か
ら
、
お
前
先
に
帰
れ
。

俺
は
一
杯
に
な
っ
た
ら
帰
つ
か
ら
先

帰
れ
。
」
「
だ
っ
て
姉
さ
ん
、
暗
ぐ
も

な
つ
か
ら
俺
ば
か
り
帰
っ
て
は
だ
め
だ

‐

多
い
女
性
の
貧
血

成
人
女
性
の
間
に
広
が
っ
て
い
る
貧

血
も
、
大
き
な
問
題
で
す
。

貧
血
と
い
う
の
は
、
血
液
の
成
分
で

あ
る
赤
血
球
の
数
が
減
り
、
赤
血
球
中

の
血
色
素
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）
が
少
な

く
な
る
症
状
を
い
い
ま
す
。

血
色
素
に
は
、
肺
か
ら
吸
っ
た
酸
素

る
こ
レ
‐
一
が
大
切
で
す
。

来
て
、
「
ど
う
し
て
泣
い
で
ん
だ
。
」

っ
て
、
こ
う
ゆ
う
訳
だ
っ
て
言
っ
た
ら

ば
、
「
か
わ
い
そ
う
に
俺
が
良
い
宝
物

を
や
つ
か
ら
、
こ
の
や
つ
を
何
ん
で
も

欲
し
か
っ
た
ら
、
呼
び
出
し
て
み
ろ
。

何
ん
で
も
出
て
来
つ
か
ら
。
」
っ
て
、
や

っ
ぱ
り
そ
の
入
れ
物
を
く
れ
だ
ん
だ
っ

て
。
そ
し
て
、
「
第
一
、
俺
は
栗
一
杯
に

な
れ
ば
州
れ
ん
だ
か
ら
栗
出
ろ
ノ
、
。
」

つ
ぺ
・
」
「
暗
ぐ
な
っ
た
ら
し
ょ
う
が
ね

え
が
ら
、
お
前
先
さ
帰
れ
。
俺
は
暗
く

な
っ
た
っ
て
拾
っ
て
ゆ
く
か
ら
。
」

っ
て
姉
さ
ん
だ
げ
残
っ
た
が
、
は
あ
日

は
暮
れ
る
し
。
な
ん
ぽ
拾
っ
て
も
た
ま

ん
ね
え
し
、
こ
ん
だ
子
供
だ
か
ら
泣
い

て
い
だ
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
ば
白
髪
の
お
爺
さ
ん
が

！

を
全
身
へ
運
び
、
炭
酸
ガ
ス
を
回
収
し

て
き
て
肺
か
ら
外
へ
出
す
と
い
う
重
要

な
役
目
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
貧
血
に
な
り
ま
す
と
酸

素
の
運
搬
機
能
が
悪
く
な
り
、
そ
の
結

果
、
頭
痛
、
目
ま
い
、
だ
る
さ
、
動
悸
、
息

切
れ
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
問
題
な
の
は
、
未
熟
児
や
乳

児
貧
血
の
も
と
に
な
る
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
女
性
に
貧
血
が
多

と
言
っ
た
ら
、
栗
が
た
ち
ま
ち
そ
の
ざ

る
に
一
杯
に
な
っ
た
ん
で
、
帰
っ
て
来

た
ん
だ
っ
て
。

お
母
さ
ん
は
、
今
頃
は
熊
の
え
じ
き

に
で
も
な
っ
た
べ
と
思
っ
て
、
喜
ん
で

い
た
ら
娘
が
帰
っ
て
来
た
ん
で
た
ま
げ

で
、
「
ど
う
し
て
帰
っ
て
来
た
ん
だ
。

ど
う
ゆ
う
訳
だ
。
」
「
こ
う
ゆ
う
訳
で

お
爺
さ
ん
に
宝
物
を
も
ら
っ
た
ん
で
帰

れ
た
ん
だ
。
」

そ
れ
か
ら
、
着
物
を
出
し
て
、
妹
に

く
れ
ろ
と
言
わ
れ
よ
ん
で
み
る
と
、
き

れ
い
な
着
物
が
出
た
ん
だ
っ
て
。
そ
れ

を
妹
に
く
れ
て
や
つ
た
っ
て
。
「
こ
ん

な
良
い
物
を
も
ら
え
ん
な
ら
、
明
日
は

妹
に
そ
の
宝
物
を
も
ら
っ
て
来
ら
せ
っ

ぺ
・
」
っ
て
、
妹
に
底
の
ぬ
け
た
籠
、

姉
さ
ん
に
は
、
底
の
あ
る
籠
を
持
ち
だ

し
て
、
や
っ
ぱ
り
栗
拾
い
さ
、
や
っ
た

ん
だ
。何
ぽ
た
め
て
も
妹
は
た
ま
ん
ね
え
姉

さ
ん
は
た
ち
ま
ち
帰
れ
た
が
、
妹
は
夜

に
な
っ
て
も
帰
れ
ね
え
ん
だ
っ
て
。
こ

ん
だ
お
母
さ
ん
は
、
気
が
気
で
ね
え
で

＝

い
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
原
因
は
、
美
容

の
た
め
に
朝
食
を
抜
い
た
り
、
む
ち
や

な
減
食
を
続
け
る
、
偏
食
に
よ
る
栄
養

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
レ
バ
ー
、
卵
、
ひ
じ
き
な
ど
鉄
分
の

多
い
食
品
や
、
緑
黄
野
菜
を
た
く
さ
ん

と
る
よ
う
に
心
掛
け
て
、
一
日
も
早
く

〃
濃
い
皿
〃
を
取
り
戻
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

宝
の
籠
を
持
っ
て
帰
っ
て
来
つ
か
と
思

っ
た
が
帰
っ
て
来
ね
え
Ｑ

お
母
さ
ん
が
迎
え
に
行
っ
た
ら
ば
、

よ
く
よ
く
つ
か
れ
き
っ
て
死
ん
だ
よ
う

に
な
っ
て
泣
き
伏
し
て
い
ん
だ
。

そ
う
し
て
ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
聞
い
た

ら
、
や
っ
ぱ
り
お
爺
さ
ん
が
出
て
来

て
、
「
お
前
が
気
持
ち
が
悪
い
か
ら
だ
。

あ
れ
程
優
し
い
姉
さ
ん
を
殺
す
べ
と
か

か
っ
て
や
っ
た
、
そ
の
い
ま
し
め
に
こ

う
ゆ
う
こ
と
に
な
っ
た
。
俺
が
か
ま
わ

れ
え
で
い
た
ら
、
妹
は
食
わ
れ
て
死
ん

で
し
ま
う
ど
ご
だ
。
お
前
も
改
心
し
て

ど
っ
ち
も
良
く
し
ろ
。
」
っ
て
、
よ
く

よ
く
お
母
さ
ん
も
改
心
し
て
、
そ
れ
か

ら
お
爺
さ
ん
に
あ
や
ま
っ
て
、
家
さ

帰
っ
て
姉
さ
ん
の
ご
ど
も
か
わ
い
が
っ

て
、
そ
う
し
て
円
満
に
な
っ
た
っ
て
言

い
ま
す
ね
。

根
っ
か
ら
の
悪
人
は
い
ね
え
っ
て
改

心
す
れ
ば
、
良
い
ん
で
し
ょ
う
。

「
こ
の
話
は
、
話
者
の
言
葉
を
そ
の
ま

ま
書
き
起
し
た
も
の
で
す
。
」

高
萩
市
教
育
委
員
会
内
高
萩
の
民
話
調

査
編
集
委
員
会
（
電
話
③
１
１
３
１
）

､


